
   

  

 

 

■定義 

血液製剤廃棄額 
× 100 ＝ 血液製剤廃棄率 

血液製剤購入額 

■指標の解説 

輸血製剤が院内で適正に管理運用されているかどうかを示すものです。輸血製剤廃棄率が低

ければ、輸血部門による適正な在庫管理や払出が行われていることがわかり、病院経営として

も重要な指標となります。 

■改善活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

赤血球液廃棄率 0.29% 0.39%

凍結血漿廃棄率 0.24% 0.51%

血小板廃棄率 0.44% 0.53%

血液製剤廃棄率 0.45% 0.35% 0.38% 0.48%
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輸血用血液製剤の廃棄率を低減する 

 

(活動計画) 

・血液製剤使用状況と廃棄についての調査と分析 

・院内ラウンドの実施 

・輸血講演会の開催 

C 

・輸血細胞療法部運営委員会で月次の実績値を報

告し、廃棄理由についての情報共有と、廃棄

率・製剤適正使用への意識づけを定期的に実施

した。 

・院内ラウンドを定期的に実施し、概ね適切に対

応されていることを 10病棟において確認した。

輸血講演会で血液製剤管理について廃棄が減少

するよう情報提供を実施した。 

(上半期) 

血液製剤の取り扱いと有効利用による廃棄率減

少について再周知した。 

(年度末) 

上半期の廃棄率は昨年度と比較して増加傾向で

あったが、周知等が功を奏し減少している。 

(下半期) 

・活動計画の続行 

(年度末) 

・更新内容での活動計画の続行 

 


